
ＮＯ 事　業　名 団　体　名 事業の概要 交付決定年月日
交付決定額
（単位：円）

全体事業費
（単位：円）

1 花を植えよう事業 花を植えよう会

　老人会や学校、地域住民等が連携し、休耕作地等を利用した花の
植栽等の活動を通じ、自治会や各種団体の連携の強化や青根地域の
魅力づくりを推進する。
・「菜の花園」「コスモス園」などのイベントの開催
・植栽した花を対象とした写生大会の開催　等

平成27年5月22日 375,000 750,000

2
里山を活かした子どもの
遊び場とおとなの
コミュニティスペース

土沢森あそびの会

　森林保全などの取組みを通じ「地域資源としての里山の保全と活
用」「こどもの健全育成」「子育て支援」「生涯学習機会の提供」
「コミュニティの形成」等を推進する。
・森林保全活動、冒険遊び場の開催、森林保全教室の開催　等

平成27年5月22日 155,000 310,000

3 長竹今昔物語（刊行） 長竹今昔懇話会
　地域の魅力作り事業の一環として、地域住民が協力しながら長竹
地区の歴史や文化を調べ冊子にとりまとめる。

平成27年5月22日 250,000 270,000

4 野尻活性化プロジェクト 野尻☆倶楽部
　野尻地区の青年層が中心となり、地域の人たちが集い楽しむため
のイベントの開催など、地域づくりを推進する。
・学習会の開催、イベントの実施　等

平成27年5月22日 180,000 255,000

5
休耕田を復活し災害に強い
棚田を守る事業

農園会

　雑草が繁茂する休耕田を耕作し、棚田をよみがえらせることによ
り、ヤマビルや有害鳥獣を防ぐと共に、共同作業の中で地域住民の
繋がりを深める。
・田植、収穫、脱穀
・地域行事での餅つき　等

平成27年5月22日 268,000 268,000

6 津久井エコツアー開発事業
ＮＰＯ法人里山津久井
をまもる会

　観光・体験ツアーにおける津久井の課題である経済効果が少な
い・環境設備がないという点を解決する手段として、新たなエコ
ツーリズムを開発し、津久井地域の活性化を推進する。
・各事業を連携するツアーの企画　等

平成27年5月29日 160,000 310,000
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7 道志川写真コンテスト事業
道志川写真コンテスト
実行委員会

　津久井中央地区内の自治会や地域活動団体等が連携し、地域のシ
ンボルである道志川を題材とした写真コンテストを開催することに
より、自治会や各種団体の連携の強化や地域を愛する心を育成す
る。
・道志川写真コンテストの開催

平成27年6月8日 120,000 250,000

8
根小屋地区乗合タクシー利
用啓発事業

根小屋地区乗合タク
シー利用促進協議会

　根小屋地区乗合タクシーを周知するため、ＰＲパンフレットを作
成する。裏面には運行区域である根小屋地区周辺等の見所などの情
報を掲載したマップを印刷し根小屋地域のＰＲも合わせて行う。
・ＰＲパンフレットの作成、配布　等

平成27年7月24日 60,000 60,000

9
津久井湖城山
イルミネーション事業

津久井湖城山イルミ
ネーション実行委員会

　観光協会と地元自治会等が連携し、地域の憩いの場である花の苑
地をイルミネーションで装飾することにより、人が集う、賑わいあ
ふれる地域づくりを推進する。
・花の苑地を中心としたイルミネーションの実施

平成27年7月31日 500,000 1,580,000

10青根未来遺産プロジェクト
あざおね社中と与する
上青根の会

　青根の地元住民と外部の若者集団である「あざおね社中」が協働
して、（公社）日本ユネスコ協会の「未来遺産運動」へ３年以内に
登録することを目指す。
・青根未来遺産調査
・青根未来遺産ツアー
・青根未来遺産の発信　等

平成27年7月31日 300,000 300,000

11
空き家対策及び災害発生時
の要援護者等に関する事業

津久井地区まちづくり
会議焼山麓（鳥屋・青
野原・青根地域）部会

　災害時の要援護者及び空き家対策のためのアンケート調査を実施
し、災害発生時の実情を把握することにより自助・共助の取り組み
の対策を見出す。

平成27年8月27日 300,000 300,000

12つくいリング職業体験事業
つくいリング実行委員
会職業体験委員会　津
久井支部

　職業体験事業を通じ、津久井地区の中小企業を知ってもらうこと
により、地域産業の活性化を促進すると共に、高齢者とこどもたち
のふれあいの場を提供する。
・青少年向けの職業体験イベントの実施

平成27年10月1日 150,000 200,000


